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今
後
も
多
く
の
方
と
意
見
交
換
を

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

教
区
青
年
会
の
活
動
が
成
り
立
っ

て
い
る
の
は
、

　
﹁
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
！
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
岡
田
記
）

青
　
年
　
会

 ﹃
上
半
期

　  

支
部
委
員
長
会
議
開
催
﹄

第 577 号

・
札
幌
東
支
部　

毎
年
実
施
し
て
い

る
石
狩
浜
海
水
浴
場
で
ゴ
ミ
拾
い
の

清
掃
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
ひ
の
き
し
ん
前
に
集

合
し
て
の
式
典
は
行
わ
ず
、
到
着
し

た
人
か
ら
順
に
ひ
の
き
し
ん
を
し
て

随
時
解
散
。
屋
外
で
は
あ
る
も
の
の

密
に
な
ら
な
い
よ
う
な
方
法
で
実
施

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し

は
じ
め
て
か
ら
3
年
ぶ
り
に
、
行
動

制
限
の
な
い
連
休
と
な
り
、
ビ
ー
チ

で
は
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
人
や
釣
り

を
楽
し
む
家
族
も
お
ら
れ
、
今
年
は

穏
や
か
な
ひ
の
き
し
ん
の
一
日
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
79
名
。

　

5
月
1
日
、
教
区
青
年
会
（
岡
田

茎
貴
委
員
長
）
は
、
教
務
支
庁
に
て

上
半
期
支
部
委
員
長
会
議
を
開
催

し
、
20
名
（
内
8
名
が
リ
モ
ー
ト
）

が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
今
期
の
活
動

方
針
﹁
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
﹂

と
活
動
目
標
﹁
ど
さ
ん
こ
総
会
﹂
を

支
部
青
年
会
委
員
長
と
共
有
し
、
具

体
的
な
活
動
の
内
容
を
提
案
、
練
り

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
14
時
よ
りYouTube

の

ラ
イ
ブ
配
信
を
用
い
て
、
今
期
の
方

針
と
目
標
・
プ
ラ
ン
な
ど
を
会
員
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
向
け
て
発
表
し
、

15
時
よ
り
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

対
面
で
の
会
議
は
2
年
ぶ
り
で
、

感
染
防
止
に
気
を
つ
け
な
が
ら
も
有

意
義
な
時
間
を
皆
さ
ん
と
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
今
期
か
ら
常
任

委
員
制
度
を
廃
止
し
ス
タ
ッ
フ
制
度

を
導
入
し
た
こ
と
や
、
活
動
目
標
で

あ
る
﹁
ど
さ
ん
こ
総
会
﹂
に
つ
い
て

の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、﹁
時
代

に
あ
っ
た
方
針
﹂﹁
北
海
道
に
帰
る

の
が
楽
し
み
﹂
な
ど
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
函
館
支
部
総
会

　
　

函
館
支
部（
内
田
誠
司
支
部
長
）

で
は
、
5
月
7
日
（
土
）
新
教
区
長

奥
村
尚
人
先
生
を
を
お
迎
え
し
、
北

開
分
教
会
を
会
場
に
３
年
ぶ
り
に
支

部
総
会
を
開
催
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
落
ち
着
か
な
い
日
々
の
中
に

親
神
様
が
何
を
私
た
ち
に
お
仕
込
み

下
さ
っ
て
い
る
の
か
考
え
、
今
出
来

る
こ
と
を
実
行
し
て
い
く
時
旬
だ
と

思
案
す
る
上
か
ら
、
感
染
症
の
治
ま

　
4
月
29
日
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
は
︑
提
唱
か
ら
90
周
年
を
迎
え

た
節
目
の
年
と
な
っ
た
︒

道
内
は
︑
ほ
ぼ
全
域
で
穏
や
か
な
天
候
と
な
り
︑
親
子
で
の
参
加
も
多
く
み
ら
れ
︑

各
地
で
勇
ん
だ
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
と
な
っ
た
︒

・
函
館
支
部
　
例
年
通
り
五
稜
郭
公

園
に
集
ま
り
、桜
の
花
の
咲
く
な
か
、

公
園
外
堀
の
松
林
（
防
風
林
）
の
ゴ

ミ
、
枯
れ
た
枝
、
松
ぼ
っ
く
り
等
の

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

　
　
　 
提
唱
か
ら
9 0
年
を
迎
え
る

清
掃
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
今
年
は
、
桜
が
満
開

の
た
め
に
人
が
密
集
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
公
園
管
理
事
務
所
か
ら
の
指

示
を
受
け
て
急
遽
前
日
に
集
合
場
所

が
変
更
に
な
り
、
例
年
の
半
数
ほ
ど

の
191
名
（
南
茅
部
会
場
含
む
）
の
参

加
で
行
わ
れ
た
。

　

献
血
ひ
の
き
し
ん
は
、
密
を
避
け

る
た
め
数
キ
ロ
移
動
し
別
会
場
で
の

実
施
。
67
名
が
献
血
を
し
た
。　
　

　
　

                     （
HP
に
全
文
掲
載
）

※ 

5
／

22
現
在 

倶
知
安
、
札
幌
北
西
、
千

恵
広
、
苫
小
牧
、
空
知
、
旭
川
、
上
川
、

富
良
野
、
釧
根
支
部
の
ひ
の
き
し
ん
写
真

を
頂
い
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
写
真
は

教
区
HP
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
樽
支
部
の
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

が
天
理
時
報
5
／

11
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

「報恩感謝の心で　
　　  一手一つにひのきしん」

札幌東支部 函館支部

札幌東支部
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教祖 140 年祭に向かって
求道として、教えと熱を伝える「研修と伝道」

旭
川
支
部　

旭
本
分
教
会
（
兵
神
）

　
　

奉
告
祭　

６
月
19
日

杉 本  俊 樹  氏
58 歳

新
教
会
長
さ
ん
紹
介

　
北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

（
令
和
4
年
4
月
18
日
お
運
び
）

北
見
支
部　

常
呂
分
教
会
（
網
走
）

　
　

奉
告
祭　

5
月
15
日

藤 井 広 志  氏
48 歳

倶
知
安
支
部　

倶
知
安
分
教
会
（
蒲
生
）

　
　

奉
告
祭　

６
月
5
日

髙 橋 幸 裕  氏
45 歳

函
館
支
部　

北
開
分
教
会
（
郡
山
）

　
　

奉
告
祭　

６
月
19
日

髙橋 修一郎  氏
52 歳

訃
　
報

　

立
教
一
八
五
年
・
令
和
４
年

　・
飯
野
　
信
也
様
　
2
月
9
日
出
直
（
74
歳
）

　
蝦
夷
分
教
会
長
　
　
　
　
　（
函
館
支
部
）

　・
堺
田
　
洋
子
様
　
2
月
12
日
出
直
（
78
歳
）

　
留
萌
分
教
会
前
会
長
夫
人
　（
天
龍
支
部
）

　・
松
枝
　
隆
安
様
　
5
月
4
日
出
直
（
91
歳
）

　
旭
豊
上
分
教
会
長
　
　
　
　（
上
川
支
部
）

　・成
田
　
み
ゑ
子
様　

5
月
4
日
出
直（
88
歳
）

　
勢
北
分
教
会
5
代
会
長
　
　（
北
見
支
部
）

け
い
じ
ば
ん

◎
法
律
に
関
わ
る
諸
問
題
で
ご
相
談   

　
の
方
は
弁
護
士
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　

教
務
支
庁
書
記
・
渡
部
ま
で

　

ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
毎
月
26
日
に
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
区
報
576
号
（
5
月
号
）
の

4
ペ
ー
ジ
訃
報
欄
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
致
し
ま
す
。

　
佐
々
木
正
子
様

　
×
空
知
支
部 

→ 

〇 

南
空
知
支
部

　工
藤
正
一
様

　
×
空
知
支
部 

→ 

〇 

渡
島
支
部

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
事
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
29
日　

書
記
帰
庁

　
　

30
日　

た
す
け
推
進
会
議

5
月
1
日　

会
計
監
査

　
　
　
　
　

教
区
長
帰
庁

　
　

2
日　

支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

地
方
委
員
、
決
算
・
補
正
予
算
会
議

　
　
　
　
　

事
情
願
書
発
送

　
　

6
日　

視
察  

浦
臼
分
・
移
転　

教
区
長

　
　
　
　
　

〃　

 

新
得
分
・
任
命　

髙
橋
主
事

　
　

7
日　

教
区
長　

函
館
支
部
総
会
出
席

　
　

8
日　

会
計
部
会
議

　
　

10
日　

視
察　

苫
小
牧
分
・
任
命　

中
村
主
事

　
　

14
日　

教
区
長　

小
樽
天
理
教
館
視
察

　
　

15
日　

学
生
担
当
委
員
会
議

　
　

23
日　

教
区
長
・
書
記
帰
本

　
　

25
日　

主
事
会

　
　

26
日　

本
部
月
次
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　

運
営
委
員
会

基礎講座事務局長
佐藤元展

（下佐呂間）

《
役
職
員
紹
介
》

前
号
で
写
真
未
掲
載
者
の
紹
介
で
す

　

第
63
回
北
海
道
書
道
展
（
北
海
道

新
聞
社
主
催
）
で
、
可
児
谿
道
（
け

い
ど
う
）
さ
ん
（
本
名
道
男
・
雨
龍

大
・
龍
旭
分
）
が
、
第
一
部
漢
字
多

字
数
一
般
公
募
の
部
門
で
特
選
に
選

ば
れ
た
。

　

一
般
公
募
は

1140
点
か
ら
特
選
51

点
、
秀
作
207
点
、
入
選
550
点
が
選
ば

れ
、
割
合
で
は
特
選
5
％
の
狭
き
門

に
入
っ
た
。

　

二
十
歳
の
頃
、
詰
所
青
年
時
代
の

副
主
任
、
故
新
谷
里
子
姉
（
新
十
津

川
分
教
会
前
会
長
夫
人
）の
進
め
で
、

岩
見
沢
在
住
の
書
家
・
新
谷
谿
雪
氏

に
入
門
。
以
来
二
十
数
年
に
わ
っ
て

書
道
を
続
け
て
い
る
。
現
在
は
、
大

教
会
、
教
区
、
支
部
の
御
用
を
中
心

と
し
て
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
、
旭
川

市
に
書
道
教
室
を
開
設
し
て
、
生
徒

の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
。

り
と
、
罹
患
さ
れ
た
方
々
の
御
守
護

を
祈
り
、
世
界
の
生
活
や
経
済
が
平

穏
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し
て
親

神
様
に
お
喜
び
頂
け
る
よ
う
支
部
一

同
一
手
一
つ
に
、
函
館
支
部
総
会
を

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

晴
天
の
御
守
護
の
も
と
、
午
前
9

時
30
分
よ
り
開
会
、
祭
儀
式
、
座
り

づ
と
め
、
て
を
ど
り
を
46
名
の
参
加

で
、
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
教
区
長
の
記
念
講
演
を
拝

聴
、
続
い
て
支
部
長
挨
拶
、
新
役
職

員
の
辞
令
交
付
が
あ
り
閉
会
。

感
染
対
策
の
上
か
ら
直
会
は
行
わ

ず
、お
弁
当
を
配
り
解
散
し
ま
し
た
。

  　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

（
大
山
記
）

各
地
の
話
題

　
お
　
詫
　
び

しらゆき会委員長
境　真理
（花園）


